
要 旨 

我が国は、戦後71年目を迎えた。さきの戦争は、国民の生存のために

戦った一面を持つが、同時に、自国民を含むアジア諸国民に多大なる苦

しみを与え、先進国となった今も、いまだに我が国は、生存権をめぐる

苦しい戦いを続けている。国民の中には、生存権を脅かされるという恐

怖から、外国人排斥に走る者、会社の同僚をいじめる者、自国民の貧困

を家族でさえも救助しない者、貧困ゆえ犯罪に走る者、生活保護申請後

に一家心中をする者、医療費をケチり体を悪くする者、競馬揚で順位操

作のためにレーザーガンを使う者もいるという。 

東京都の小池都知事は、ことしの選挙期間中に子ども食堂を訪問し、

我が国の貧困問題を認め、対策を練る発言をした。東京都と比較して本

市の予算は少なく、やるべきことは残念ながら限られているが、ふれあ

い花壇・菜園事業など、制度として提案できているものもある。 

全ての市民の生存権を守るために、実用的かつ国民に愛着があり、歴

史的にも大宰府がある防人の島九州にふさわしい、栄養満点の食物さつ

まいもの畑を市庁舎前の勝山公園に造成することを決議していただきた

い。（決議案は別紙のとおり。） 
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